
令和６年度 長崎県立口加高等学校「ふるさと教育」体系図
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外部連携機関
（行政機関等）

長崎県立口加高等学校
（普通科(普通コース、生活創造コース、グローカルコース）・福祉科１・２・３年、生徒数２１４名）
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地域社会（保護者を含む住民、産業、文化、歴史等）

連
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地域を知り、つながり、語る、地域課題解決型キャリア教育

育成したい
資質・能力

ふるさとへの
愛着と誇り

思考力、判断力、表現力
コミュニケーション能力

外部連携機関
（事業所等）
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(1)将来ふるさとの発展に貢献したいという意識が高まった生徒の割合 ８０％
(2)ふるさとに誇りを持てるようになった生徒の割合 ８０％
(3)目標に向かって挑戦する力がついた生徒の割合 ８０％

(4)生徒に求める資質・能力の育成に資するよう授業改善を行った教員の割合 ８０％
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学校番号

28

＜主な取組＞ （※GLはグローカルコースのみの取組）

＜地域と連携した教育活動＞

〇学校行事等
(1)主権者教育（市選管）
(2)海岸清掃

（市観光振興課）
〇１学年
(1)事業所訪問（市内事業所）
〇普通科生活創造コース

(1)口之津図書館お話し会
(2)保育園実習(若木保育園）
(3)助産師講話、命の講話

（市こども未来課）
〇福祉科
(1)介護実習（各福祉施設）
(2)口加福祉体験教室

目
標

地域自治体等の助言をもとに地域課題の解決策を考えることを通して、ふるさとへの愛着を育むとともに、地域に貢献することによって自己
肯定感を高め、将来の地域社会や産業を支える人材を育成することを目指す。引いては、若年層の地域への定着やUターンに繋げる。

学びに向かう力
主体性・行動力

地域に貢献する力

＜総合的な探究の時間・グローカル探究＞
〇探究活動入門
〇地域調査
（1）外部連携機関による地域の課題に関する講義
(2）地域の事業所を訪問・地域のフィールドワーク(GL)
(3) 観光協会等のモニターに参加（イルカウォッチング、農業体験他）(GL)

〇研究課題の設定と課題解決の研究
（1）グループ探究活動による課題設定
（2）協働して解決策を研究
(3) 専門家や市役所等、関係団体との連携

〇研究成果の発表
（1）各種コンテストへの参加(GL)
（2）中間発表会
(3) 探究学習発表会

〇研究成果物等の作成

＜校内推進体制＞ 委員長 校長 副委員長 教頭

教務主任、生徒指導主事、進路指導主事、広報研修部主任 学年主任、福祉科主任、グローカルコース主幹、
生活創造コース主幹


